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遠方監戒制御式国鉄小田原及び茅ヶ崎変電所

【II口 欽 一☆ 閏 月券 茂榊

Supervisory System Controlled Odawara and

ChigasakiSubstations ofJapan National

Railways

By Kin,ichiYamaguchiand Katsushige Mita

Ninomiya S.S.,TokyoRailway Division,J.N.R.

Taga Works,Hitachi,Ltd.

Abstralニt

｢▼

In the post-War Period reconstruction of electricinstallations,the supervisory

COntrOIsystemhasbeenappliedwidelyfromtheview-pOintsofminimizingattendants

and rationalizing the use of electric power.

TheJapan NationalRailways,aS the resultsofre-eXaminationof the substations

hitherto,decided totake up the supervisory controIsystemforuse王nscatteredunit

Substations･In those sections wherelargecapacitytrains are operatedinrapidsuc-

CeSSion,itis especially necessary to feed t,hem from scattering unit substationsin

Short distanceinstead of cent･ralizedlargecapacity ones.And to operatethesesca-

ttered unit substat王ons,the supervisory controIsystemis most suitable.

In the丘rst attempt,Odawara and Chigasakisubstations of TokaidoI.ine were

built to supervisorycontroIsystem,theformerbeingputintoserv王cesinceOctober,

1950and thelattersinceJanuary,1951.Both substations emplay HitachiRelay,

type Supervisory ControISystem to be controlled fromNinomiyasubstationlocated

at the middle of them.

These three substations have been operated rationally.The writers describein

thisl:aper atOut the outlineofthese supervisory system controlled substationsand

results of the operation.

[Ⅰ]楕

遠方監税制御方式による電気設備の運虹ほ保守要員を

最少限度iこ止め得る経済的有利性と､ 力の合理的使用

と云う観点から､戦後各方面に於て採りあげられ､上1▲実

施されつつある｡国鉄としても経営の合理化と電力の合

理的使用の一一環として従来の着直所の在り方が再検討さ

れた結果､従来の大容量集｢ト変電所を止めて車位分散変

所の遠方監視制御方式を採用するカ針である｡殊に大

碁
凍京鉄道管理局二宮変電区長

甜'口立 作所多賀工場

容量竃車の集 互聞に於て 変十ホ 所 短の脂 い単位

分散変電所とする事が電力債竃の面からも絶対に必要で

ある｡今後の新線電化は勿論､新

の方針で進められている｡

ベすは所 て上記

今回その節一一着手として､東海道線小田原､茅ヶ崎に

遠方監視制御方式の変電所を完成し､小田原変電所は昭

和25年10 月､ 身崎ケ茅 ま昭和26年1月より遠

方監視制御による運転に入っている｡両変

中聞にある

を-▲体とした 竹り矧合

所ともその

所を親変電所とし､かくて三変電所

で新方式による鉄道

電化の貴重なる第一歩を印すると同時に遠方監視制御方
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第1図/ト田原変電所単緑】妾続図

Fig,1.Skeleton Diagram of

Odawara Sub]tation

式の普及に寄与した｡

両変 所とも日立継 器望遠方監視制御方式が採用さ

れている｡以下､遠方監視制御式両変電所の概要と遠方

監視制御による運転実牽卦こついて報告しよう｡

[Ⅱ]

(り 小田原変電所

小田原変

吉J心

房又 備 概 要

所は自動起動装置付回転変流機を他の 気

設備と共に遠方監視制御方式としたものであって､その

主要設備概要は下記の通りである｡第l図は太変電所の

.母線接続図､第2
受電

主1エ阻 配一 盤であろ｡

60kV,2回線

第34巻 第2淡

回転変流機 1,000kⅥrx2 D.C.1,500V

直流餞 線 4回線

遠方監視制御装置 日立継 器望遠方監視

制御方式

制御所二宮変電所との距離 約13kIⅥ

連絡線 1･6¢7･芯鉛被ケーブル

遠方監視制御装置及び

遠隔測定装置

鉛被ケ←ブル保護装置

予備

機器選択数 30

11

6

故障表示 9

予 備 4

遠隔測定装置 日立衝流直送式遠隔測定方式

測定の程 交流受電電圧

変流機直流

直流母線 圧

1

圧 2

変流機直流電流

(2)茅ヶ崎変電所

選択制宕

本変電所の全設備は日立製作所の製造にかかる

もので､遠方監視制御式変

新設水錬整流器変

所として計画された

所である｡その主要設備の概

要ほ下記の如くであり､叉第3図にその動線按領

国を京す｡

受水野ミ整流器

直流餞電線

60kV,2回線

2,000kW,

8回線

D.C.1,500V

第2図/J､田原.変電所主配電盤

Fig.2.Main SwitchbJards of

Odawara Sub3tat!on
′
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遠方監視制御装置 日立継電器二型遠方監視制御方

式

制御所二宮変電所との船難 約12kI口

達路線 1･6¢7芯鈴被ケーブル

遠方監視制御 置

遠隔測宕及び連絡用電話

予 備

機器選択数

遠方操作

遠隔渕憧(選択測定)

故障表示

予 備

遠隔測定 置 日立衝流搬

55

13

6

32

4

式遠隔測定方式

†･.･-い.･ご::ざ

測宕の種項 鏡電綜合竃流

直流母線ノ

受電交流′

整流2琵励孤電流

整流器直流` 流

:〉常時表示

選択測竃

術本斐竃所ほ当初より遠方監視制御による水銀整流器

所として計画されたた占う､水釈整流器の自動起動装

置を設けたことは勿論のこと､その他遠方監視制御変電

所としての適切な裳備を施した外､種々斬新な設計を盛

ることが出来た｡その主なものを記すと下記の通りであ

る｡

(A)補機操作

真空及び冷却関係の補機頓は絶て全自動とし､その保

護にほ万全を期し､且如何な

る故障をも遅澤なく制御所に

警報表示し得る様にした｡

(B)真空度の表示

βC〟上野/鹿電線

第3図 茅 ヶ 崎 変 乍琶 所 単 緑 ∃妾 挽 回

Fig.3.Skeleton D三agr己m Of ChigasakiSub3tation

真空継う器によ り真空度

(艮､杓不良､不良〕の表示

を制御所に行った｡

(C)遠隔測宕

遠隔渕使用交流

電源停

源

内所ま∵

時でも遠隔測窟が出

来得る様､苔

電動発 機を 設

池 るよに礪

け､停電時に

ほ自動的に竃礪を切替えるよ

うにしてある｡

(D)尖頑負荷制限装置

飽和リアクトルを用いた尖

頭負荷制限装置により椅子制

御を行って尖頭負荷を自動的

に制限し得る様にした｡

[Ⅲ]遠方監視制御

装置

(1)遠方監視制御装置

遠方監視制御装置としては

日立継電器塑遠方監視制御方

式を採用､第l表､第2表こそ

れぞれ小田原､茅ヶ崎両変電

所の制御プ之び状態､故障表示

の稀髄並に選択順序を示す｡

叉第4図､第5囲はそれぞれ

/J､田原変電所用制御盤､〔二宮

変電所設置〕､継電器盤(小田

原斐局所設置〕･､第6図､第7
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図はそれぞれ茅ヶ崎変

木方式ほ東北

所に於て

臥御制用所 器盤である｡

力塩釜築港変電所､東京地下鉄渋谷変

秀な実践を元しつつあるが､今回更に下記

の点を改良しで性能を一段と向上させたものである｡

(A)選択速度

従来の 置でほ平均選択速度0･5秒程度であったが､

選択補助継電器を 時動作継 器に置換えることにより

これを0･3秒とすることが出来､これにより選択時間が

著しく短縮され､水餅整流旨誌の如く補機 多く､従って

選択数も回転変流機笹比べ多くなり勝ちの場合に対して

も短時間の操作が可能となった｡第3表､第4表(第7

貢参眼)ほそれぞれ小田原変

匿の試験結果である｡

(B)選択中の故障表示

所､茅ヶ崎変 所の選択

第1表 小田原変電所遠方監視制御

従
､機器を逗鯛中故障が発生した場合i･ま､選択操作

を終り装置が等位置に戻ってから､再起動を行い故障表

示を行っていたが､この点を改め､挺措~｣柔作の為選択中

でも故障発生の場合は瞬時復帰装置により制御所､被制

御所の選択装置を同時に零位置に戻し､装置を再起動さ

せ故障表示を行う様にした｡これにより横言畏をあたかも

而按操作すると同様に安心して操作することが出来る｡

(C)手動操作機鍔の状態表示

被制御所に於て機器を手動操作する場合には､制御所

に｢手動｣なる表示を行うが､手動操作後の機器の状態

をも制御所に表示が出る様にLた｡

以上の 点の改良により遠方操作をより直接操作に近

づけることに成功し､信頼感を一層高めることが出来た｡

(2)遠隔測定装置

置横着詩及故障表示選択順序

Tablel.Selecting Order of Operation and FaultIndication of Odawara

Supervisory System Controlled Substation

10:sl｡

11萱 Sコ1

12;S12

13isl｡

14 L Slユ

15 ㌻ Slう

16 S18

17;S17

18isl白

19:Sl｡

20!S2｡

21:S

22 S.,｡

23:S2つ

24;s24
25:S2コ

26 S2｡

27～30.

証

RC Tr温度 一電器

同 上

RC Tr ブッフホルツリレ一

同 上

No.1変流横間鎖継電器

No.2 同 上

所内電源用 相継一道器

遠方及び直接切換開閉器

所内高圧受電0.C.B.

RC Tr一次過電流継冤器

EC Trニ次低電圧継電器

遠隔測定送蒐装置用吏流竃源

受電用交流電圧計

No.1交流棟用交流遮断暦

No.2 同 上

No･1変流機用直流電圧計

No.2 同 上

直流母種馬任計

No.1Ⅰ‡.C.高速度遮断-㍑

同 上

誤電線用高速度遮断器しNo･1)

同 上 〔No･2)

l司
_1二

しNo･3)

同 上 〔No･4)

No･1変流機直流電流言】一

同 上

予 備

26TG(No･1)

26TG(No･2)

63TG-2(No･1)

63TG-2(Not 2)

30x-1

30〉く-2

47L

遠方--一直接

52L

51GX

27GX

A･C･⑥

52G(No.1)

52G(No･2)

D.C.(9

D:C･㊦

D･C･㊨

54N&P(No･1)

54N&P(No.1)

54F(No･1)

54F(No･2)

54F(No･3〕

54F(No･4)

D･C･④

D･C･④

㊤
至

//

′′;
//l

/′:52G

/′
■

52G

/′

㊤ 喜

@⑱

役場 ㊤ 52G

復帰 ㊤

開閉 ⑱
■

測定

開閉 ㊨㊧

開閉 ㊨⑧

測定

/′

測定

開閉 ㊨㊧

/′

/′

/′

/′

/′

/′

/′

/′

開閉 電⑧

測定

汎定

自動速断のとき◎点械する

)誓冨芸冨冒誓簑姦豊富≡隻悪賢
52G投入によりRC鉦軌誕劃
する｡刷子降下するまで表示
灯㊨点械する｡降下すれば㊧
点灯

54Nを遠方杖作により開閉す
れば連割により 54壬'も開閉
すこ

自到達断のとき@点城する

6)はランプインヂケ一夕 ◎は緑信号灯､⑧は赤信号灯を示す｡

ーーーー ヰ

′
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選 択 選 択

番 号;スイッチ

′
1
J
｢
-
-
､

00

ノ
ー
J
-
し

9

1■4-22i
23 】

2二1

25

26

27

28

29

3｢)

3t

32

33

.3こ1

35

36

37

38

39

｣･4

ヰ1

42

望

3

4

5
.
8

7

【∂

っり

〔凸

3

3

っJ

S

S

S

S

S

S

9

■U

⊥

3

4

4

S

S

S

43 S43

･壬′1至
s｡4

45!S45

46iS4月

471S47

48 1Sd6

d9
:S49

50!s｡｡
51

52-55:

常時表示.

第2表 茅ヶ崎変電所遠方監視制御装置機器及び故障表示選択順序

Table2,Sele〇tingOrderofOpera-ionandFaultIndicationofChigaごaki

Supervisory SystemControlled

機
･i･

拉 別

火災報知

閉銃謎蔵都

受電用交流過電流鮭電計;(No･1No･2)

所内高圧一次遽感席劇痛藩

主着き潤交流過電流糸鋸宅諾旨(No･1)

控雑蒲郡高速度凝電儲 (′′)

巳 主器用高速度遮断器 (′′)

l格子電圧低電圧継電器(〝)

!椙絹矧｡舶器い′)▲

弓≡芸警芸警芸慧霊㌫器｡′′)
宝器用変圧器ブツアホルツリレー(′′)

同
_1二

眞空継電器 (′′)

鉄橋温度継電器 (〝)

冷却水ぷンプ用過盲畠流甜諸声(〝)

送風機田近電流継電器 (′′)

整流器流水継瑠ぷ (′′)

温水器断線鵬2吉 (′′)

楯還水ポンプ満水装置用継成儲(

回転民望ポンプ用退屈琉蘭儲誹(

水根ポンプ流水継電恕 (′′)

ヽ.ノ

ヽ
l
ノ

〃

〃

水銀式ンプ断線敵電器 (No.1)

2号器用5-13に同じ

起動蒜滞.渡電怒

眞空継電器ビラニー断維(No.1No･2)

蓄電池充乍副司柁故障

遠方及び直接切換開閉器

温水器温度従電器 (N(人､1)

眞空継電器(眞空良,不良)(No.1)

温水器温度継隠2旨 (No･2)

藁葺空継亀語呂(眞空艮,不良)(No.2)

臆澱装毘用高速度道断盗蓮如
受電交流寺宝庄計

同 上

受電閑交流避折詰

同 上

主器j召交流避断言言

同 上

滝澤装置用高速度推断器

励弓瓶用交滞昆統計

同
_l二

主岩青田直流乍昆流言汁

同 上

段局線用嘉速度遮断器
//

//

//

//

//

(No.1)

(No.2)

(No.1)

(No.2)

(No.1)

(No.2)

0

0

N

N

し

し

0

0

N

N

(

(

麓【省線用高工重度遮断器

逆.呪時式包違電蒜泉侍〔詭装こ罠

予 備

直流母線電圧,院電綜合音民活

)

ヽ
ノ
､
-
ノ

｢
-
ノ

ー1

2

11

ワ｣

記

火

号

災

30Ⅹ

51R

511.

51G

51G

5仁P

H:G

47G

47Ⅰ.

26TG

63TG

63TG

63V-1

26G

49W卦1

49BM

63W

99WI1

97

･19VM
63Wf■

･､ミーIl

48

63V-3

72C

43

26W

63V-2

26W

63V-2

51FL運動

A.C.直

A.C.や

52R(No.

52R(No.

52G(No.

5ごG(No.

51王l､L

A.C.一旦､

A.C∴や

D.C.･′:■†ノ

D.C.･斗

51F(No･

5■仁F(No･

54F(No･

5ヰF(No.

Sub3tation

操 作喜表 示■ 連 動

!t〇

御前i′′
〝 52R

〝 152R

//

J/

//

〝

/7

〝

//

//

//

//

//

No.152G

//

〝

//

//

//

l■

//

//

/l

〝

′/〔No.152G

≡lNo･Ⅰ52G
l

l

// l

//

/′

//

〝

〝

//

//

〝

//

//

//

/l

し享〕

No.152G

No.152G

N∂.152G

■1ノ

)

)
ヽノ

ー

ワ】

,l

ワん

ヽノ

)
ヽノ

一.1

2

つJ

4

5ヰF(No■ 5)

51r(No.6)

5日1(No･7)

5=巨1(No･8)
7〔)

証:㊤杜ランプインヂケ･-ク 史=エ紋イ謂灯 ⑭は赤信号灯な示す

開聞l(Sナ可

m聞l

l品
剖)E!

定
閉
′

′

-

●

(け■8
〝

〝

偏 考

聞鏡約言旨蛸研乍J〕とき濠二万よ;ンむ■･rl‡

ーーー1′J

ぎ･

専用電話同上射重恥衝綻臓選式

52¢投入により自動良和し､54Pが
投入迄◎･点滅し5-‡P貴人すれば
酎点灯

自軌遁断のとき唸点闇

専用電話回路使用前流搬送式

日勤遮断`7)とき電1点.減
//

//

//

//

//

自和遮断√ノ)とき毒)点滅

車用電詣回路使絹,衝流搬送式
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第4図

小田原変電所遠方監

視制御装置制御盤

(二宮変電所設置)

Fig.4.

ControIBoards
of

Supervisory Cont-

rolled OdawaraSu_

bstation(Installed

at Ninomiya Cont-

ro】1ing Substation)

第5図

小田原変電所遠方監

視制御装置(小田原

変電所設置)

且g.5.

RelayBoards of

SupervisorySystem

Contro11edOdawara

Substation(Insta】1ed

at Odawara Subst_

ation)

第34巻 第2号

第6図 茅ヶ崎変電所遠方監視制御装置制御盤

(ニ宮変電所設置)

Fig･6･ControIBoards
of Supervisory Sy$tem

Contro11edCh短asakiSubstation(Instal1ed

atNinomiyaControllingSubstation)

第7図 茅ヶ崎変電所遠方監視制御装置継電器盤

(茅ヶ崎変電所設置)

F;g･一7･Relay Boards of Supervisory System

Contro11ed Substation(In㌣ta!1ed at

Nin0miya ControlIingSubstation)

遠隔測定方式としては衝流型遠隔測蔓方式を用い､小

田原変電所ほ直送式､茅ヶ崎変

る｡

所は搬送式になってい

衝琉直送式遠隔測億万式は測窟量を周牧数に

～50qロ)して送出し､この衝流により受

トロンを動作させコンデンサーを充憩

換(5

装置のサイラ

L､その充放電
′



遠方監硯制御方式国鉄小田原及び茅ヶ崎変電所

第3表 小田原変電所遠方監視制御装

置選択速度試験結果

Table3.OperatingSpeedofSelecting

Device of Odawara Substation

平均選択 圧(砂)

第4

0.31 0.29 0.28

茅ヶ崎変電所遠方監視制御装

置選択速乾試験結果

Table4･Operating Speedof Selecting

Device of ChigaぎakiSubstatiorl

電源電圧(Ⅴ)
(定格D.C･100V)

電流の平均値を

衝流

8〕 100 120

むものである｡胡支送式は粧送汲を上記

改数により変 し送信する方式である｡

搬送式とすれば連絡線を増すことなく多重的に常時表

示の測定数を任意にとり得る｡

茅ヶ崎変電所では7芯鉛被ケーブルのうち､遠隔測定

に連絡線2本を使用し､これに下記を多重して伝送して

いる｡

音声周況(連絡用

第1チャンネル

∴･

3,800⊂b(選択測定及び直流母

線電圧常時表示)

第2チャンネル 4,200凸ロ(寓流綜合電流常時表

:示)

(3)連絡線保護装置

両変屈所とも連絡線は7芯鉛被ケーブルを採用､餞

線の下方約1･5mの箇所に添架されている｡鉛被を接地

するとこれに

することほ

して衝撃

畢の帰線 流が分流する関係上直接接地

されない現状にある｡従って､保安装置と

圧に対してほ特殊の避苗器を用い､叉万一の

場合直流高圧線の混触も予想されるので､これに対して

ほ制御所､被制御所に於て鎗被の高抵抗接地を行い､こ

の回路に

t■1断する保

器を挿入し､両所の高速度

方式を採用している｡

′J､田原変電所と茅ヶ崎蛮
所でほその方式を

前者ほ第8図の如く鈴被の中間にて絶

け､各々に電圧継電器を設け､継

変電所の高 】

断器を同

Lに異

し､二区間に分

器動作のときは自己

断器を動作させると同時にパイロット

ワイヤーにより信号を相手方に送り､相手方
断器をも

351

断する方式である｡

彼者は第9図の如く鉛被の中間絶縁を行わず､両所に

圧継電器を設け､高圧混触の場合は各々自己の高速度

断器を

置
電
着

断させる方式である｡

五島硬経線デヨイント

第8図 小田原変電所遠方監視制御:装置

連絡線保護方式

F庖.8.ProtectionSystemofSupervisory

C｡ntrOICable for Odawara Subs-

tation

連絡線く路被ケーブル)

二宮変電所

第9図

陛
常
客

茅ヶ崎変電所

ケ崎変電所遠方監視制御

連絡頼保 方式

Fig･9･ProtectionSysteIllOfSupervisory

ControICable for Chigasaki

Substation

[Ⅳ]保守及び蓮転実績

(1■)保 守

変電所の勤務員は現在南蛮′所とも最少限度に止めら

れ､同容量の通常変電所の約1/3であり､遠方監視制御

方式としたための余分の設備費に対しても人件費の縮減

により短期間に回収出来るばかりでなく､設備の合理的

転を饉率よく遂行し得る｡偶近い将 に放ては番人程

度に止めておいて定期自勺巡回による保守も考えられてい

る｡

(2) ･L

小田原変 所は昭和25年10月より､茅ヶ崎変 所

は昭和26年1月よりそれぞれ遠方監視制御により運転

を開始し､現在は南蛮 所とも24時間連続運転を行つ
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ている｡

小田原変電所は運転開始当初若干の 故を起したが､

何れも原因の明力凍ものばかりで根本的問題なく､その

都度対策を施し､現在向変竃所とも無事運転を続けてい

る｡遠方監視制御装置はノ 話リレーを駆使し､複雑な接

点構成が存在するため､接点の引懸り

れたが現在蓬の実領により絶て杷

証された｡

の問題が懸念さ

とが実

次に小田原嶽]芸所事故についてその原因ニノ之び対策の概

要を運べよう｡

(A)遠陥測定装置の動作不美

小田原変電所の遠陥測定装置ほ運転開始以来度々動作

不良を し種々 結の､乳を因原
仁真空管のグリッドェ

ミッションによるグリッドカレントのためグリッドバイ

アスが変化する為であることが判明した｡現在グリッド

エミッシ′ヨニンの少い球(昭和25年1月よりグリッドカ

レント1/JA以下の規格で

又†=ト

造されている)を使用L､

流を定格値以下に抑 え

た｡

(B)遠方監視制御装置の誤表示

復帰

ることにより解決L

筐の不完全動作に起因するもので､これほ単な

る設計上の手落ちで連動接続を完全をこ行うことにより紺

単に解決することが出来た｡

(C)遠方監視制御装置に対する

前述の如く連絡線は直流箇

導電拝の影菩

線下約1･5nlの個所に

架されており､鈴蘭は苗穂抗接地となっているので､

電車線故障時､及び大電流 断時に相当の誘導電.日_三が出

ることは想像される｡事実連絡ケーブルの心線に入れて

ある通信用避雷器が歴々動作している点からも肯ける｡

叉回転変流機等が閃絡の場合､直流操作電源がこれと共

通のため､異常電圧がこの内部回路から侵入することも

考えられる｡

小田原要竃所㊥場合､回転資流器閉路時に遠方監視制

蓄 電 池 の 充 電

東京都品川区
大井坂下町2717

第34巻 第2堵

御装置電源回路フューズ及び心線の適借用避雷器のフュ

ーズ熔断と云う事故を起Lている｡これは異常電圧の侵

入とも考えられるがこの電圧の侵入
邑路は明かでない｡

かかる現象に対しては今後十分なる究明を必要とするが

遠方監視制御装置と'Lては最悪の場合機器の誤投入を起

さないことが必要であって､この対 さとLて直流操作電

源回路にも通信用避割詰を入れると同時に装置の耐圧を

感化L､文遠方操作回路に限時継電器を挿入L予想し得

る誘導又は異常最前こ対L某置が絶対謂動作することの

ない様にした｡

茅ヶ崎変電㈲こ対しては､上㍊小周原凄竃師こ於て改

蓑した点を事前に採入れたため最初より無事故で順調な

運転を行っている｡

[Ⅴ｣結 盲

以上国鉄小田原､茅ヶ崎両変電所の遠方監視制御装置

の概要について述べたが､小田原変 伝聞始当初間

題になった事故も露導及び異常電圧の究明と云う点を除

いてほ絶て根太肋間題なく､何れも究明解決きれ現在

秀な成績を以て運転していることば 鉄及び日立の熱心

なる協力によるものであるc向変竃所の遠方監視制御運

紬こ於ける体験は今後の鉄道電化に貴重なる資料を提供

するものであって､今後新線電化に木方式を全面的に採

用して差支えないと信ずる○なお叉東大教
山田直平陣

士を委員長とした遠方監視制御研究委員会が鉄道層化協

会に設けられ種々審 されて遠方監視制御装置の仕

連動要項も作製され､又被制御所としての変

あり方についても電気学会内で論

所自体の

されている様である

からl今筏岩左々高信頼度のものが出来る見透しノは十分で

ある｡

今や我 ほ敵役の混乱期を脱Lて復興の途上にあると

き最も合理的な電気運転の見地から､遠方監鶴制御式変

電所が今後芯予普及することを切望する｡

星欝笠～若林圭次郎著

A列5牛り34貞定憤30囲〒6
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